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教育実習が負の影響を与えるという課題を抱えていることも指摘されてきて










































は高等学校において英語科の教育実習を終えた大学 4 年生（女子 20 名） を対
象とした。なお、その内、半構造化インタビュー及び心理的介入は、高等学






































みたい」（t（19）=2.666, p<.05）「教育実習の期間は 4 週間くらいがよい」（t（19）
= 3.929, p<.05）「自分の教育観や人生観が変わる」（t（19）=5.659, p<.001）「生徒
の前に立って指導することに自信がある」（t（19）=2.896, p<.05）「教職へのイ




















= 4.444, p<.001）、「楽しい」 （t（18）= 4.535, p<.001）、「あたたかい」 （t（18）= 4.342, 
p<.001）、「信頼できる」（t（18）=2.387, p<.05）、「積極的」（t（18）=2.281, p<.05）、
「真剣」（t（18）=2.191, p<.05）、「明るい」（t（18）= 3.911, p<.05）、「熱心な」（t（18）
=2.916, p<.05）、「情熱的」（t（18）=2.333, p<.05）「やりがいがある」（t（18）=3.495, 
p<.05）、「さわやか」（t（18）=2.283, p<.05）、「おおらか」 （t（18）= 3.904, p<.05）、
「柔軟な」（t（18）=3.016, p<.05）、「興味深い」（t（18）=2.477, p<.05）、「寛大な」（t
（18）=3.432, p<.05）、「誠実な」（t（18）=2.911, p<.05）、「純粋な」 （t（18）=4.011, 
p<.05）、「親しみがある」（t（18）= 4.220, p<.05）、「教養がある」（t（18）=2.650, 
p<.05）、「頼りになる」（t（18）= 3.209, p<.05）、「進歩的」（t（18）=2.691, p<.05）、「生
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